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（様式１） 

大阪市立御幣島小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 
  

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

昨年度は落ち着いた状況の中で、授業・学校行事・人権教育などの様々な活動に取り組んでき

た。各学年、工夫を凝らしながら教育活動を進めることで、一人一人の児童が生き生きと活躍す

る場面が随所に見られた。今年度は「子どもも大人もわくわくする楽しい学校をつくる」という

学校教育目標のもとで学習を進めていく。 

昨年度の課題としては、校外でのＳＮＳ等のトラブルが発生している。スマホの使い方は、学

校だけでなく家庭、ＰＴＡ、地域とも連携・協力も大切であり、小さいうちからの使い方の啓発

が必要である。また、学級・学年での遊び方のルールや学校のきまりを児童、教職員で再度確認

し、共通理解をしていく必要がある。「学校が楽しい」については、昨年度は目標を大きく超え

ており、自己肯定感や自尊感情の高まる体験ができるように、さらに教育活動を工夫していく。 

昨年度は、「子どもの数学的な見方・考え方を育む算数の授業～子ども自ら問いをもち、学び
進められる姿をめざして～」とし、研究に取り組んだ。特に、「算数的な見方・考え方」に重点
をおいたことで、小学校学力経年調査の結果からも、算数科においては一定の成果が見られた。
今後とも「基礎学力の定着」を図りながら算数科の指導にさらに力を注いでいく。 
デジタルドリル等の一人一台端末の活用や授業でのデジタル教科書の活用は年々進んでいる。

さらに、タブレットの持ち帰りや休み時間の使用方法など、学校全体でのルールの共通理解を進
めながら授業の対応を進めていかなければならない。 

今年度も、いじめに対する一人一人の認識を深めつつ共通理解を図っていけるように、人権教

育を中心に考えながら、丁寧で粘り強い対応を重ねていく。さらに、学力だけでなく体力に関し

ても更なる向上をめざす。また、教員の働き方改革についても、様々な取組の中で教育の質との

バランスを考え、工夫しながら、教育活動を進めていく。 

 
中期目標 
【安全・安心な教育の推進】 
○令和 11 年度小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいですか」に対して、肯定的な
「思う」と回答する児童の割合を 88.5％以上にする。           【昨年度 87.7％】 
○令和 11 年度小学校学力経年調査における「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人
にいつでも相談できますか」に対して肯定的な回答をする児童の割合を 75％にする。 

【昨年度 71％】 
 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 
〇令和 11 年度小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通して、自分で
考えを深めたり、新たな考え方に気づいたりすることはできていますか」に対して肯定的に回答
する児童の割合を 80％以上にする。                                            

【昨年度なし】 
 
○令和 11 年度小学校学力経年調査における「運動(体を動かす遊びを含む)やスポーツをすること
は好きですか」に対して、肯定的な「好き」と回答する児童の割合を 90％以上にする。 

【昨年度 73.5％】 
 
【学びを支える教育環境の充実】 
〇令和 11 年度小学校学力経年調査における「学習者用端末を活用して、調べた情報をもとに、課
題を解決するために情報を収集・整理し、まとめ・表現する取り組みをしていますか」に対し
て、肯定的に回答する児童の割合を 80％にする。 

【昨年度なし】 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心な教育の推進】 
○小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」
に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 85％以上にする。  【昨年度 83.8％】 
○小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回答す
る児童の割合を 87.8％以上にする。                   【昨年度 87.7％】 
○小学校学力経年調査における「自分には、よいところがあると思いますか」に対して、肯定的に
回答する児童の割合を 81.8%以上にする。                          【昨年度 81.7％】 
 
 
 
 
【未来を切り拓く学力・体力の向上】 
○小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた
り、新たな考えに気づいたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合
を 45％以上にする。                                       【昨年度なし】 
○小学校学力経年調査における算数の平均正答率の対大阪市比を、同一母集団において経年的に比
較し、いずれの学年も前年度より 0.01 ポイント向上させる。 

【昨年度：算 3 年 1.02・算 4 年 1.02・5 年 1.01・6 年 0.99】 
○小学校学力経年調査における「運動(体を動かす遊びを含む)やスポーツをすることは好きです
か」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を 74%以上にする。 

【昨年度 73.5％】 
 
 
 
【学びを支える教育環境の充実】 
○令和８年度小学校経年調査における「授業で学習者端末をどの程度使用しましたか」に対して、
週 3 回以上と回答する児童の割合を 80％以上にする。 
                                     【昨年度なし】 
〇教員の１か月あたりの平均時間外勤務時間を 22 時間以下とする。 
する。                                               【昨年度平均 23 時間】 
○教職員の資質向上をめざし、授業研究を含む各種校内研修を月平均 2 回以上行う。 

【昨年度月平均 2 回以上行実施】 
○教室の環境整備の目標として、児童の身長にあった使いやすい高さになるよう、年 2 回の調査を
行い、適切な児童机・椅子を配備する。                【昨年度年 2 回実施】 
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大阪市立御幣島小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成
状況 

【安全・安心な教育の推進】 
○小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い
ますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童の割合を 85％以上にする。    
【昨年度 83.8％】 
○小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的
に回答する児童の割合を 87.8％以上にする。                    
【昨年度 87.7％】 
○小学校学力経年調査における「自分には、よいところがあると思いますか」に対して、
肯定的に回答する児童の割合を 81.8%以上にする。                          
【昨年度 81.7％】 
 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗
状況 

取組内容①【基本的な方向１、安全・安心な教育環境の実現】 

〇いじめ０や不登校０をめざして、年間を通じて、みんな遊びなどの学級活動を進めるこ

とにより、仲間づくりを進める。 

〇話し合いや教え合いなどの協同的な学習活動を進めることにより、支え合える集団づく

りを進める。  

指標 

◇校内調査における「学校で困っている時に、相談に乗ってくれる人がいる。」の項目につ

いて、「そう思う」「まあまあそう思う」と答える児童の割合を 85％以上にする。 

取組内容②【基本的な方向２、豊かな心の育成】 

〇教育活動全体を通じ、発達段階に応じた系統的な人権教育の実践により、児童が様々な

人権課題に対する正しい理解と認識を深め、日常生活の中で自他の生命と尊厳を互いに尊

重しあう態度を育む。また、体験的な活動を積極的に取り入れ、心豊かに学ぶ児童を育成

する。  

指標 

◇人権教育年間指導計画を作成し、学期に１つ重点教材を設定し、学年ごとに取り組んだ

実践の交流を行う。 

◇ゲストティーチャーを招いた体験的な人権教育に各学年 1 回以上取り組む。 

◇各学年で、体験的な学習を積極的に取り入れ、豊かな心を育成する。 

 

  

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

次年度への改善点 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立御幣島小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成
状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 
○小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え
を深めたり、新たな考えに気づいたりすることができていますか」に対して、肯定的に回
答する児童の割合を 40％以上にする。                                       
【昨年度なし】 
○小学校学力経年調査における算数の平均正答率の対大阪市比を、同一母集団において経
年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.01 ポイント向上させる。 
【昨年度：算 3 年 1.02・算 4 年 1.02・5 年 1.01・6 年 0.99】 
○小学校学力経年調査における「運動(体を動かす遊びを含む)やスポーツをすることは好
きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を 74%以上にする。 
【昨年度 73.5％】 
 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗
状況 

取組内容①【基本的な方向４、誰一人残さない学力の向上】 

〇新学習指導要領に基づき、各教科の年間指導計画を立て、教材研究を進めていく。 

〇基礎基本の習得に重点を置きつつ児童間での意見の交流の場を多く設定し多様な班活動

やペア活動等での話し合う活動を積極的に取り入れた授業を工夫して実施する。 
 

指標 

◇校内調査における「話し合う活動をすることで、分かったことや気づいたことがある」
に対して、肯定的な「そう思う」「まあまあそう思う」と回答する児童の割合を 75％以上に
する。      

取組内容②【基本的な方向４、誰一人残さない学力の向上】 

〇紙媒体のドリルと並行して、デジタルドリルの活用も進め、自ら進んで学習課題に取り

組む児童を育てる。 
 

指標 

◇校内調査における「学校・家庭で進んで学習している」の項目について、「そう思う」

「まあまあそう思う」と肯定的に答える児童の割合を 80％以上にする。 

取組内容③【基本的な方向５、健やかな体の育成】 

〇年間指導計画をもとに、運動する楽しさや喜びを味わうことができる体育科の授業作り

を目指す。      
 

指標 

◇小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることが

好きですか」に対して、肯定的な「好き（どちらかといえば、好き）」と回答する児童の割

合を 80％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

次年度への改善点 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立御幣島小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成
状況 

【学びを支える教育環境の充実】 
○令和８年度小学校経年調査における「授業で学習者端末をどの程度使用しましたか」に
対して、週 3 回以上と回答する児童の割合を 80％以上にする。                         
【昨年度なし】 
〇教員の１か月あたりの平均時間外勤務時間を 22 時間以下とする。                                         
【昨年度平均 23 時間】 
○教職員の資質向上をめざし、授業研究を含む各種校内研修を月平均 2 回以上行う。 
【昨年度月平均 2 回以上行実施】 
○教室の環境整備の目標として、児童の身長にあった使いやすい高さになるよう、年 2 回
の調査を行い、適切な児童机・椅子を配備する。                 
【昨年度年 2 回実施】 
 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗
状況 

取組内容①【基本的な方向６、教育ＤＸ(デジタルトランスフォーメーション)の推進】 

〇児童用タブレット端末を学校生活や家庭生活に広く浸透させ、活用できるようにする。 

 
指標 

◇学習者用端末で、児童が「心の天気」「オンライン授業」「相談機能」「デジタルドリル」

等の活用を行うようにする。 

◇年度末の校内調査の「学校でタブレットパソコンを活用して、学習している」の項目につ

いて、肯定的に答える児童の割合を 85％以上にする。       

取組内容②【基本的な方向７、人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

〇教職員が過ごし易い職場環境の充実に努め資質向上を図れる研修の機会を保障する。         

 
指標 

◇毎週１日以上「ゆとりの日」を設定する。 

◇会議等の資料を SKIP で配信し、学年で決議が可能な項目については事前に話し合ってお

くことで、会議等の実施時間 1 時間以内を 80％以上にする。 

◇教職員の資質向上をめざし、校内研修を月平均 2 回以上行う。 

取組内容③【基本的な方向８ 生涯学習の支援】 

〇生涯にわたり意欲をもって学習に取り組む児童を育成することをめざし、教室等の環境を

整える。  

指標 

◇年 2 回の机・椅子調査を行い、児童の成長に合わせた適切な児童机・椅子を配備する。 

年度目標の達成状況取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

次年度への改善点 

 
 

 
 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 


